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２学期も 「笑顔のあいさつで、『人の心に花咲かす。』」
校長 箱崎 勝美

夏休みが明け、２学期が始まりました。子どもたちの元気な声が、学校に
戻ってきました。久しぶりに会った子どもたち、心も体もぐんと成長し、た
くましくなっているように感じました。
今年の夏は、最高気温も平均気温も記録的だったようです。また、台風も頻繁に現れ

ていて、天気が不安定な様子でもありました。２学期は、屋外での行事がたくさんある
ので、天候に恵まれるように願っています。
今年の２学期の学校行事については、昨年のような感染予防のための行動制限がなく、

教育活動を進めることができそうです。９月下旬には各学年の授業参観、１０月には午
前開催の運動会（弁当なし）、６年の修学旅行を１１月１０日（金）・１１日（土）に、
１１月２４日（金）１１月２５日（土）に５年生の宿泊移動教室（キャンプ）を実施す
る予定です。しかし、行事予定は、延期など、変更することもありますのでご了承くだ
さい。
さて、夏休みの期間中、印象に残ったことがありました。それは、第１０５回全国高

校野球選手権記念大会で、神奈川県代表慶応高校が１０７年ぶりの優勝を決めました。
勝因は、練習を頑張ったから、監督の采配が良かったなどの様々なことが言われていま
すが、私は声を掛け合うチームワークの良さだと思います。
チーム全員がとびきりの笑顔で、一人一人のプレーに「ありがとう。」と、ベンチに

こだまするぐらいの大きな声での感謝の気持ちを伝えていると言うのです。選手達は「常
にありがとうと言うことを徹底している。ポジティブなれるし、盛り上がる。」と言っ
ていて、「ありがとう。」と声を掛け合うことは大切なことだと思いました。
８月２８日（月）・８月２９日（火）には、引地台地区家庭・地域教育活性化会議に

よる挨拶声かけ運動があり、活性化の役員の皆様、地域の皆様、保護者の皆様には、ご
協力いただきありがとうございます。

人と人とのつながりを強め、共感力を高めるためにも、大人も子どもたちも
明るく「おはようございます。」「ありがとう。」「うれしい。」「楽しい。」「感謝
しています。」「すてき。」「いいね。」「がんばっているね。」などと声をかけ合っ
ていくことが大切だと感じています。そのようなことを心がけながら、今年の
あいさつ委員会のテーマである「あいさつは、人の心に花咲かす。」とあるよう
に、子どもたちや先生のあいさつの笑顔の花がたくさん咲くような学校となる

ように努力していきたいと思います。
一方で、生活のリズムが変わって、体調を悪くする時期でもあります。保護者の皆様

には、就寝時刻を早める、朝ご飯を食べさせるなどの体調管理をお願いし、明るく送り
出していただきたいと思います。教職員は子どもたちの様々な変化に
気付き、保護者の皆さんと協力して、子どもたちが楽しく学校に通え
るように努めていきます。
スポーツの秋、読書の秋など、何をやるのにも適した季節が始まり

ます。人との関わりを深め、充実した２学期になるように願っていま
す。２学期も、どうぞ、よろしくお願いいたします。

教育実習生の紹介
９月１１日（月）～１０月６日（金）まで、５年１組前田級において、塚田乃ノ子教育実

習生が、教員になるための実習を受ける予定です。保護者の皆様のご理解、ご協力をお願い
いたします。


